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代

末
 

_

_

:*

字

で

み

石

被
H

.

->
-

:MI

業
#

の
：九

割

瓦
i

地
.

仲

介

業

者

の
.

.

•■

，
方

分
-

^

沧̂

^

秘

爻

廉

ね
.

で

カ

わ

，

.

^

か

も

そ

の

内

.
七

割

五

■ 

‘、
 

分
；，
六

刺

ぶ

遺

小

遭

霧

で

ぁ>
s

,

:

の

は

米

養

の

機

饰

が

遊̂
 

来

分

離

ぬ

狀
:«

炫
$

;

つ

ゼ

こ

ど

售

不

-1
/

て

ゐ

；
る

。
；
し

：か

し

次

表

に

.
： 

:

.

況
、ち.
れ

名

通>1
ハ
大
都
市
に
關
す
る
限
り
事
情
は
'

や

,>
異

る

や

う
"

で
あ
名
。-
こ
の
表
で
は
卸
商
に
つ
い
て
の
，
i

狀
態
し
か
分
ら
中
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眾位

f b i m

44(

82(
44

89
531

7S
73

8,277
8,852
3,977

1,609

2,

仲介業
跑地仲
介 • 業

地卸 減

，2

97,090

30,764
73,648
48,455
29,339
30,647

，4i

176,305
16,262

592
2,155
1,109
1,奶5

妙

39,对

16,290 
12,802 
16,6( >60^
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22,88；

來 京
. r: ■ ■ 1

'欠 阪 

.神杂川 
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典’难

備考） 爾m 资料ょy 0

.

.都

市

所

布

府

縣

，

平
：：

均
.-
;
.

I

」
す
ま̂

へ
似̂

奶
如
食
見
地
か
ち
私
は
.
$
&
#
殊

に-̂
の
生
緣 

者
で
1

あ
つ
.
|:

問
|

|

取
-4

げ
、
そ
の
變
遷
を_

じ
1:

米
|

 

者
'.
^

る
'̂
.
.(0

、̂

格
を
淑
み
.
'ょ
ぅ
と
|1
|

心

ふ
,

:

.
..
/■
.
.
.
.へ
'
.
.
'

•

;f
L

U

仲
介
槳
*•
:^

她
.

業
::
©

.

.她

粱

狀

態

，
に
つ
，
い
て
，
は

合

飲

と

.

内
譯
と
が 

,

,

,

■ 

T

致
な
し
な
い
が
一
應
そ
の
做
报
げ
る
0
,

，
七

八

(

六
九
六〕

,

,
 

米
敍
商
槳
の
代
格(

上〕

 

:

、

'

⑵

、
そ
の
筇
迠
楞
增
も
前
炎
と
，の
興
同
、が
不
明
ガ
の
で

」

.概

.に
兩 

,

者
を
比
較
川
來
な
い̂

前
■

よ

办

ば

聲

_

は
三
可
名
餘 

.

り
>
と
な
る
の
’に
對
し
本
表
‘で
，は
六
大
都.

だ
け
.で
^ 1

禅
業
背
數
：於 

'

そ
れ
以
上
に
速
し
て
ゐ
る

g

を
考
へ
る
と
、
來
穀
業
の
機
能
が
明 

«

に
.分

れ

て

雄

業

者

が

#

!̂
:
し

れ

の

は

殆

ど

こ

れ

ら

大

都

市

の

か
 

、

象
で
あ
っ
た

4

と
さ
へ
思
は
れ
る
。

^

っ

商

、の
饨
格 

.
,

，殊
に
/
そ
の
機
能
に̂

い
で
茨
^

す
^

場
合
そ
の
故
も
新
し
い-形

が
. 

♦ 

‘

大
都
市
に
求
；

S

ら
る
べ
き
は
^ '

然
で
あ
ら
ぅ
。

> 

-

.

.

.
•そ
.
こ
で
私
は
_

古
小
の
業#

を
冏
«

す
る
こ
と
\

し
?:

の
.
で

办

る

.
， 

:

.

.

.

.
■

こ
'
の
こ
と̂

^

ま
re
.に
私
ボ
狻
し
得
仁
资P

知
識
の
乏
し
さ 

バ

.

と
上
制
約
さ.
れ
た
結
來
で.
あ
る
.
の
は
吻
論
で
あ
る
が.、..'.
右
：の
點
か.

•

ら
い
ふ
も
火
都
市
中
の
最
、
'た
.る
來
M

こ
そ
先
づ
.

§
•
!

{
か
ダ
ベ
き
も•

 

の
で
t

c

,

,丨
た
U

の
第
，

|

一
 

表
に
.よ
れ
ば
俯
厘
數
は
康,

. 

•

•

-
り
も
火
阪
の
方
が
多
く
ば
っ
て
ゐ.る

が

、

、
こ

れ

姿

，

■

沖

炎
,

,•

を
#

ね

る

者

が.多

く

從

，
つ
'て

間

屋.と
.し
.て

は

：
む

し

ろ
：：

小

规
®

の
も 

，

の
力
多
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
へ
^-

れ
る
？
左
’の
表
は
取
.

’
に
火
阪
に
對
し
て
の
み
で
な
ぐ
六
大
都
市
凡
で
め
ゼ
で
來
欢
の
業 

、

ネ
が
ポ
め
る
_

位
を
示
ず
？:
め
.に
揭
ゼ
ん
れ
た‘
6

の
で
あ
' 
る
が
、

‘ 

こ
れ
に
よ
る
も
れ
の'點
は
背
^

さ
れ
る
や
5

で
あ
る
。
能
地̂

今
‘

,

業
そ
の
他
は
翁
# :

？
•
恍
^
上
取
极
热
こ
そ
多
い
が
こ
れ
を
金
额
が 

'

も
^

て
^

^

泡
業
者
に
北
敵
し̂

-^

い
こ
と
似
改
め
ど
就
明
を
雙.

-

-
⑵
こ
れ
も
大
阪
の
叫
屈
數
が
總
数
と
的
課
と
一
伋
し
方
リ
か
ぞ
の

.

.

.

.

.

.

.

.

做
と
し

.

^
デ

，.

.

.

.

. 

.

.

 

■

-

•

.

ノ
ソ.

_

時
代
_

_

黎

.
窺

.

,

_

:

:

_

1金
_

地
で
換
货
さ
れ
、
他
の
大
部
，分
ば
次
坂
に
.

ぁ
る
各
藩
0 .
藏
晶
敷
に

蘇
屋
敷
を
設
け
た1

の
'
も

ぁ

る

が

企

體

と

し

て

は

極
.め

て

少

い

。 

他

方

天

領

か

ら

の

廻

來

は

大

部

分

が

汴

戶

ボ

送

ら

れ

た

.
。

こ

、
に
、，
 

、
常

時

經

濟

發

M

の
刚
輪
と
な
つ
忘
一
つ
の
典
型
が
4:

れ
た
，の
で
ぁ 

.

る
。
大
坂
は
爾
段
歟
を
中
心
と
す
る
公
的
販
齊
が
生
ザ
ぁ
り
、
そ 

れ
が
，浓
切
手
の
流
通
にょ
fp
T

取
引
系
路
が
取
純
化
さ
れ
て
ゐ
た 

こ
と
及
び
附
近
の
食
用
米•
.

筒
逝
米S

而
耍
地
へ
の
#
_
的
地
位
を 

,も
つ
こ
と
が
特
微
ト
ぁ
つ?:
。

こ

れ

に

對

し

て

.

^:
戶

は

純

然

た

る
 

納
处
地
と
十
X
0
速
し
、,
し

か

ぎ0
^
ネ
少
く
，線
合
的
市
場
も
な 

く
米
切
乎
も
流
：通
せ•中
、
從
つ
て
配ft
系
路
も
祺
雜
で
各
桢
の.中
. 

間
商
人
が
介
农
し
仁
。
加
ふ
名
に
沿
贺
人
ロ
の
尨
ガ
さ
は
來
商
人 

、
の

沽

躍

を

誘

致

し

;?
:
。

.
蘇

末

文

久
•、一
：儿

治

の

ー

西

十

餘

萬

侬

と
 

推
笕
さ
れ
各
マ
ケ
年
入
维
商
八
こ
れ
1C

は
武
家
w

-
nj
-

t

jl
j

/c
.

,

:

:

:

^

;ら
. 

,爽
^
：:
し

た

も

の

は

令

-̂
-

れ
て
ゐ
な
い〕

の
中
柯
十
离
侬
餘
は
-こ
れ
ら
商
,

■

人
に
ょ
つ
.

た
も
'

の
で
ぁ
る
。
か
く
て
火
奴
で
米
商
人
が
藏
M

敷
經 

• 

米
殼
师
業
の
件
格
£〕

 

■

•
•
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營
、へ‘
の
參
加
"

銀
掛
M

或
ひ
は
^ .
/(
'

，
問
^

と
し
l

k

逮

レね
に̂
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銓
^

で

啟

舊
^:

旗

本

の

間

；於
.
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扰

：
差

蕭

ひ
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姆

米

.
問 

i

2 7
-

26
8

10
3 2
1

1

8

2
 
6

1
2 4
'4
1 0
5 9
.へ

m昭和大正

開樂¥別問度数
im«nmKE9KB0Ba3E9aMBaaB><nBnu

' 同 问 , 
中 期後期

笫四表:
明治
以前

B . 紐 合

2
ユ，

7
1
ッ135,

f 

< 

V、
 

>

3

1

1
•
6

:

c

c

c
 

c

•
•
5
 

4 

3

、
.
.
.

' 

-1

.

3(1
1

— おCD丨 

34 47(14)丨

1
2
1

2513

来f

殻
穀
.穀
殻
紱
殻
穀
穀
皴
穀
穀
穀• 

"

廻
撕
は
米
米
米
米
は
米
米
米
:^

米
i

評 

:

域

川

狀

派

猶

济

！'
v.
-

m

:一
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m
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成
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..、,■ 
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商

m
资
本
が

蒂
极 、

七
九

(

六
九
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冷
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&
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.
^
s
^
s
^
.
u
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r
i
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i
i
s
^
t



• 

遂
商
柴
の
饨
格(

上〕
.

さ

れ
T

い

つ

た

。
.

叻

、治

以

後

の

業

抓

6

こ

の
f-

'

7

な
恃
也
の
上
に 

& )

制
さ
れ
て
い
ハ
つ

?:

の

で

ぁ

る0!. 

;
ノ 

， 

さ
T

,〕
>
に'1
)

後

の

牠

|

を

把

扼

^

る

‘-|
:

め

の
 

一^

㈣

を

^

“
け

ょ

:
:
:

戀

_

瑪

和

崔

年

に
_

i

業
I

I

っ_

.

.料
か
ら
浏
業
年
月-(
0

判
,

し
仁
乾
だ
け
を
集
社
し?:
^

の
で
ぁ 

る
o

.
從
つ
て
各
時
期
の
劍
業
背
數
全
部
を
现
す
も
れ
で
も
な
け
れ 

.

.

.ば
そ
ヴ
||
^

^

の̂

^

數
の
^
容
を
ー
小
す
も
の
で
も
方
く
乂
合
同
當 

»
m 
の
業
-#

數
|
. .一
 

:T-
i

1 

j 7
-

.-*
1

名
を
凡
,て
m

M

し
て 
6
.
)̂
-
.な
.
ぃ
⑴

;:
°
:

故
. 

に
M

料
と
し
て
は
誠
に
不
完
金
，で
ぁ
る
が
他
に
適
常
な
も
の
が
な 

S

の
で
敢
て
こ
、
に
利
川
言
る
。
こ
れ
に
ょ
つ
て
一
概
に
.
斷
觉
す
. 

る
の〔

は
、勿
論
俽
ま
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
たV
相

對

的

な

窟

味

で

.可 

、■時
ど
の
.
地
域
に
§

業
.-1

/
た
者
が
ょ
く
敁
後
ま
で
殘
布
し
た
か
と
い 

.ふ
點
仁
關
す
る 

ー_
つ
の
傍
說
た̂
'

し

奶

る

こ

と

，は
差
支
；な
か
ら

、
追

':
;

°

以
业
?0
^

^

^

念
類
1
2
經

ぃ

で
0

れ
ぞ
風
れ̂

へ&
^

は
啟
に
多
く
の
、>
^

を

語
:^
か

め

ゃ-:
5

で
ぁ
る
0 

'我
々
が
先
づ
：奪'
:
: 

::

咐
:.
:

<

の
：は
_

つ
て
农
產
1

靡
か
な
り
し
毀
先
紙
傅
來.の
：寥

と

：
し

，
パ 

て
そ
::
©

商
權
を
護
っ
た
來
穀
業
激
の
來
歷
が
思
^

外
-

1

も
.

，， 

ゃ
で
‘

っ
七
點
で
ぁ
ら
ぅ
。
、
そ::|
>
'て
そ
の
.

十：！

ぃ
者
览
明
敗
前
期
迄 

.:.

.は
多
く
神!-
!

]^ *
*

深
川
及
び
都
市
麻
邊
の
所
謂
陸
阪
問
屋
で
办
っ
.

丨 

ぃ.

..
'
V
-と
.
！^

^

」

し
か
も
ぢQ

大

部

分

は

明

治

六

年

以

前

殊

に

：こ
べ

' 

内
年
に̂

業
し
て
を
!)
.
-
、
，七
年
以
後
ば
僅
が
ニ
名
に
，過
ぎ
^'
.

,

•

' 

.

八
-o
•(

六
九
八)

い
,0

こ
れ
は
刹̂

^

初
に
说̂

し
?:
#

が
多
か
つ
た
か
或
ひ
は
そ. 

ぜ
0

^

|

^
與
_

苽
：資
ヵ
を
蓄
橫:;
:
1
>#'

ね

把

.

_

^

,

セ

年

以

後

ン
 

’
は
そ
の
逆
でI
あ
つ
む
の
で
は
な
か
ら
ぅ
か
。
明
治
’
期

に

な

ん

と
.

<

業
^

は
深
川•

t 4
i

?

を
屮
心
と
し
て̂

僧
す
石
。
恃
に
卜
^
•
九 

宏

‘び一
1

十

二

年

さ

ら

に

三

十

，
年

が

多

い

。

後

期

&

は
先
づ
#

|1
|

:
。
 

」

_

‘

&

■

が
激
#

<l
<

^

^

^

m -
lT
I

.

.

' 

川
の
咐
加
が
始
ま
るo
.
そ

し

て

大

於

湖

に

入

る

や

菝

• 3

の
手
ノ
 

；
 

は
.
誠

に
4

き
.ま
.
じ
\/

勢
.
ひ

を
3

し

：
て

來

る

。

.

し
か
し
昭
和̂]
に
^

、
.
. 

.
る
と
圣
體
.
と
し
-1
'

の
增
伽
數
は
そ
れ.ま
で
：の
步
調
を
逆_に
鈍
化
さ
.
' 

せ
て
し
ま
ふ
。
：そ1>
;
ヤ
地
域
相
冱
の
關
係'で̂

深
川
，，.神|1
|

川
が 

，：5

0

^

,,
.
-
*江
观
忆
猶̂

1

^

; 0

比
率
^

闾

復

す

る

。
»'
し

い

現

象
 

::
-

;

>

:

%7:

は
»

南

方@

の
.槽

加

が|=
1:'

立

っ.
。
ー.以

進

は

開

歡$:
通

じ
. 

士
麗
测
$

れ
.
る
.
倾
向
,

あ
る
於
、.
私
に
は
そ
れ
が
桊■

の.
變
遷
と
：
 

.
:
必
ず
:0
'^

無
_

係
：七
&

思
へ
.
な
5

>

以
下
.
些
か
ぞ
れ
に
づ
ふ
て
述.
'

っ
？

。
 

. 

. 

• 

.

m

京
で
财
大
阪
上
り̂

卑
く
か
t

商
人
：の.
流
踏
跃
见
ら
れ.
パ
W

 

. 

霍

卬

)

た
と
は
い
へ
、
'

^

^

問
が
徹
駿
さ
れ
れ
後
も
直
ち.に
.商
業 

:

の
向̂
1

寫
键
規̂

れ
打
ゎ
ボ
で
は̂

い

。

に

於

ぃ

，
て

次

第

に

：
：

ご
深
.:
/
1
|方

鲥

墓

願
*

が
け
.
で
は
ゐ
：ね
が
、̂

ほ
^

f:

の
.屮
心
が
所 

.
■

米
河
岸
ホ
霄
§

米
^

^

ぁ
；っ.
.た
1

:
い
.ふ

事

情
は
當
時
に
於
け, 

る
商
人
勢
力
の̂

度
を
|
1>
|

|

る
名
の
で
ぁ
ら
ぅ0
、’從

っ

て

明
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:

を
、愛
取
る
等 

J

M

s

a

漏
漏̂

i

_
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:

-m

惯
l

a :
'
、
ベ
 

取
^-

く
ほ
問
屋
以-
承
謙̂

得

ず

し

，
て

非

荷

物

を

他

'

へ

抵

當.ど

爲

す

〜

:
 

ニ

と

，
を

得

ず

」

‘

(

同

笫

贰

价

參
S

 

‘

と

い

ふ

關

係

に

®

か

れ

仁

。

•
レ 

'

か

し
0

、
■

で

我

，
々

が
#

に
汴0

：

せ
ね
ば
な

ら

ぬの
'
は

第

叫

條

の
規

. 

•
•定
で
あ
，つ
て
、
そ
れ
に
ょ.れ
ぱ「

迥
來
吼
屋
は
荷
由
の
凌
託
を
受
け 

ね
る
米
雜
穀
を̂

捌
ぎ
、
併
せ
'

て
荷
虫9

爲

f

に
該
來
雜
穀
をDI 

#

と
し
て
金
⑩
を
圖
る
に
布^

。
I

に
荷
主
に
於
て
迦
米
問
超
へ’ 

泶

雜

殼
.?
:

送
附
ヤ
る
峙
、
.特
に
共
中
込
叉
は
依
賴
等
の
爭
紙
を
爲 

一■

潔
系
：
^:
#

■

_

核
總
補
1

1

^

象
^;

观
蕾
働
免̂
'
'

©

託
^-

な

れ
-'
?,ー
 

ね
る
者j

と
.

兄
做
.

さ
れ
、
し

か

もF

典
侬
賴
に
應t

る
，
と??
と

は

11
/

:

時
卯
歷
の
都4
ロ
に
依
で
取
捨1

さ
れ
る
、も
のP

’

あ
つ
仁
。
加
ふ 

も
に
相
場
の
下̂

ゃ

不

敗

の

災

^

等

儉

險

负

換

は

す

パ

て

荷

生

の
 

肩
に
懸
け
ら
ル
た
の
で
為
る
灿
，。
當
時
衆
者
の
.

求

劝
-?
:

も

の
-?
>

.
 

の
ゃ
ぅ
な
1

格
を
持
っ
委
託
米|

つ
^.

0

か
.
'
る

露

米

の

迥 

'
«•

僧
加̂
5
»:

を
»

蒼
ル̂

:

^

^
11
1

.

場
§

^

^

ガ
:^
^

^

«

亂
':
©

^

■

羅

■

纖

&

資

憲

湯

義

馬

6
の
で
あ
つ?:
,ゎ
け
だ
。
，1か
べ
.て
芷
米
市
場
徵
-
>
1の.
過
踩
に
於
い 

て
资
ヵ"の
伴
は
ぬ.前
倉
問
段
が.脱
#
し
て
い
つ̂

/タ

1
、
，
又
漸 

.

<

1.
輸
出
產
齋
方
面
へ
轉
f

ん̂

し

づ

、
ぁ

っ
?;
赞

木

家 

"
に
ょ
る
指
墙
が
见
ら
れ
?:

こ
と
も
と
も̂

^

る̂

も
cP
'

と
.な
ら
-

•

，ぅ
。
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:■「
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.
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.

霞

託

來

が

こ

，
の

.
や
、フ>

11
:

格
を
1

?■

て
'
ゐ
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'?
:

と
こ
ろ
'
に
早
く
か
.，
 

.

ら
正
米
市̂

で
延
取
引
说
行
は-れ
仁
哪
山
が
あ
る
。'.
:儿
來
延
束
ザ 

は
|?
0

^

が
^

の
質
付
米
を
市
似
の
低
落
に2

る
似
失
か
ら
_

る
?: 

■0

の

所

謂

保

^
^
^
ぎ

と

し

て

#

^

す
.
る

方

法

で‘あ

る

が

、
^|

の̂
1 

く

娶

能

米

が

形

式

、上

'

a

委託といひ芯沢ら庇後買付浓 

い
^

で
'

i
i

M

の
.
支

配

び

凇l

.

ri
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. 

篓

此

米

に

：
浓
：
礎

を

經

く

延

取

引

が

可

能

と

な

り

#
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の
で
.̂

る
。
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^

^

■

■

米

雪

疆

米

碧

着

働

遐

懸

虜
_
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與
機
と
な
つ
ゎ
の
は
馊
に
こ
の
延
取
別
で
あ
つ
七
？
し
か
し
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米

市
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..で
Ft
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く
が
'ら
延
‘取
別
：が
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ぱ
れ
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何
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丨：
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穀

商
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；
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:

意
^

す
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あ
ら
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f

。
ザ」

れ
は
市
場
内
の
取
引
が
如
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札 

互
即
或
ひ
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そ
、
れ

ど

前

总

問

垦

と

の

版

引

で

あ

っ

-£

卿

據

で^

る
-0

尤
も
常
時
な
ほ
卸
，
小
喪
の
機
能
が
判
I

と

分

離

さ

れ

て

.
ゐ 

な4

つ
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她
‘も
考
慮
せ:^
.

ば
>^

ら
ぬ
が
、.
’何
.と》

つ
で
.
^
こ
わ
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.

.
£常
時〗

の
取
引
恨
®

か
ら
现
雛
さ
れ
る
必
要
が4

る
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，
則
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の

如
 

■<
.德
川
時
代
の
取̂

關
係
は
仲
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-と
か
組
合
と
か
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つ
て
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さ
れ
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に
各‘仲
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に

ょ

„
つて
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來
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下
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地
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磐
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塵

か

：̂

，

私

そ
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と
小
見
と
办
卵
に
は
常
忆

H

わ
の
得
®

係
‘

成
立
し
、
各 

自
の
仕
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ズ
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仁
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關
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融
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結
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ゐ
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れ
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川
正
米
市
場
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開
か
れ
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時
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も
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の
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ぅ
な
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潛
は
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質
的
に
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つ
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な
か
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つ
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ち

し
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芷
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市
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、に
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1
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湫
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て
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以
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五
西
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れ
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⑶
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^

る
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問
遅
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.
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で
あ
る
.
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さ
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あ
れ
ば
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そ
深
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ラ
ミ
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i
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に
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4®f
し
#
^
マ
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る。
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に
娃
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の
沾
M

す
る
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が
あ
る
。

パ
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'

.

持

寄
<?

て
競
ひ
合
ふ
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と
は
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か

卜

を

明

期

に

し
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能
■ 

r

合
观
化
す
る
。
爲
政
奢
は
证
米
市
場
に
^

の
，
や

ぅ

な

新

し

い

.
使
 

命
を
期
；
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し
で
ゐ
た
か
も
し
れ
ぬ
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じ
か
し
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む
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ろ
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め
取
引
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委
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仲
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力
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め
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。
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あ
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能
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す

る

？

踩
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運
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機
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は
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立
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と
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そ
れ
を
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し
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準
化
し
取
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化
し
始
め
た
。'從
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で
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菹
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せ
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茁

來

市
 

磁
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す

る
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つ
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的

は
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>
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で
の
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取̂
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で
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る
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生
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た
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の

励

機

ぽ

た
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險

繁

に

ょ

る
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避

に
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时
饨
の
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つ
で
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岛
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必
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。
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の
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終
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⑴
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そ
れ
故
當
時
保
險
繁
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览
亂
場
•

で
：
行

.
ひ

得

た

ゎ

け
 

で̂

る

が.
、

し
，
が

も
;̂

米

市

場*に

於

，て
'̂

業

者

は

敗

び

，
獨

由

の

保
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丨
. 

バ

險

紫

を

作
^

上
げ
て
し̂

づ
?:

の
で
あ
る
0
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に

そ

れ

が

正

來
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' 

;

場

側

始

後
&

^

く
延
.

取
引
と
し
て
行
は
办
ね
、と
こ
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に
業
容
の
，
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性
翁
が
靓
耽
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さ
れ
ー
る
0.
か

く

て

潫

荠

は

圯

米

市

取
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播
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に
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て
既
述
の
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き
舰
驗
の
品
瓞
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あ
げ
.る
と
兆
广
嵇
極
的
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延
収
則
を
利
風
し
、
惯
格
羌
•を
生
む
條
件
の
保
存
.'

锆
W

に

努

谂

、

,

?:

士

け

で
. ^
•
つ
、た
。
以
上
か
ら
正
米
市
踢
が
繁
梁
ど
持
續
^

料
?:
ノ 

•

跋
礎
が
延
取
引
に
あ
る
こ
と
、
そ
れ
が
當
激
.投

機

化

し
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い
つ
た
メ 

..•ら
ぅ
が
推
測
し
得
も
と
银
ふ
づ
ノ
 

- 

ご
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:

.

右
；
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贬
め
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に
' 1

時
繁
榮
し
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引
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仅
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で
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と
し
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縮
し
て
し
\
 

, 

.

ま
つ
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；
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復
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塵
備
が
論
ぜ
ら
れ
ね 

の
を
宰
ひ
正
來
市̂
^

制
^

^

氣
遝
に
顺
德
す
石
態■
度

を
>K
U

0

 

,

’

つ‘
賢
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つ
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澉
引
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市
蜴
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澉
奵
が
不
河
能
と
な
- ^
¥

犯
來
市̂

は
業
«

 

に
と
-

つ
て
葸
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れ̂-
の
•

み

な

ら
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の
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發
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さ

れ
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ら
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；
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な
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⑴
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濟
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澈
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又
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、
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；
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⑶
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條
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を
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ど
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)

#-

た

と

思

合

、

,
 

_ 

:
 

/

 * 

» 

J

丨
評
⑵
#J

揭
米
例
調
⑽
沿
本
史
六
六
八
K

。 

•

:

;

.

•

,
，
⑵

前

揭

五

屮

邮

史

S

H

。 

.

/

 

•

/

丨

J 

.

⑶
沿
革
史-
六
八
©
^
。
 

'
 

ノ 

-、
 

\

 

- 

;
•

⑷
例
へ
ば
前
揭
耻
极
规
則^

ょ

れ

ば

預

リ

中

叫

熳

の

不

抹

意

か

ら

’
，

‘

.I
I

I

た
损
失
はIn
i

M

が
れ
ふ
が
、
水
火
雜
及
び
抗
扼
す
、べ
か
$
ざ
丨

せ
：
.

^

®

つ

"

~.
*

1

-

1

 

J

f

, 

. 

f

,

s

米
穀
®

の
忪
袼
o

下y
 

- 

*

 

,

、

修)

、
相

場

下

济

に

ょ

、
、リ

荷

爲

抖

(

諸
立
特
金
に「

；小
见
を
小
；じ 

,

苦
く
は
不
见
を/1
-

:

ず
ぺ
き
と
思
傲
す
る
揚
合

」

、
は
則
段
か
ら
，そ 

て

：,
の
希
金
を
請
泶
し&
1

笫
十
況
條)

、1
0

の
猜
求
を
戔
矿
て
も

篇

：一

謙̂

t 

-

:

.

r
 

/
立
将
僉̂

の
元
利
を
沿
#
し
不
见
が
あ
れ
ば
諕
求
^

W

 

(

同
笫 

(

‘
vh

六
條〕

？

、
 

. 

, 

、
 

i 

.

:

J:.:.を
：：；：

皆
.

.

(6
)

人
札
玫
只
に
、つ
い
て
对
冇
市
場
规
約
笫
拾
四
丨
拾
條
及
び
昭
和

:

s

-:
t

:

:

p;v
'

'

&

紙

議

资

深
)'
!

讯
；：米

妮

場

業

.

親
规
程
第1
;3
;

、
に
v

ln
i

じ
制
限
が
み
ら
れ
る
が
、
相
姆
资
M

IC

つ
い
て
は
前̂
 

に
ふ
れ
ら
れ
ず
後
米
に
於
て
の
み
こ
の
笫
ー
一
マ
十
二

—

三

ナ

ヨ

爆 

• 

'

に
於
て
ふ
れ
て
ゐ
る;0
こ
の
こ̂
-
I

吃
代
的
な
羯
異
を
示
す
も 

'

z>

が
あ
’

ら
ぅ
。

}

 

• 

.

/ 

\

 

S

叽

治

三

十

八

邮

十

二

刃

に

は

外
！
：

米

亿

對

し

て

も

婭

肊

引

が

開 

,

れ
，て
ゐ
る。

~

 

\

丨

.

ニ

(9
)

が
れ
は
徠
に
前
倉|1
!

1

展
の
州
ひ
た
方
法0?
あ
る
0

彼
ら
は
と
-れ 

’

K

ょ
つ
て̂

研
等
施
設
の
不
備
を
補
ふ
と
共
に
，そ
こ
に
延
•

取̂

•
的
な
保
險
遯
於
求
め
だ
の<!あ
つ
た
。
'
か
く
て
は
敢
て
冚
米
市 

.■
>

.

揚
を
開
設
す
る
必
埂
は
も
は
や
な
か
つ
た
で
あ
ら
ぅ
。

(

附
沾〕

、本
稿
に
於
て
は
い
ち
く
 

■根
拇
を
許:|
2

し
て
ゐ
な
い
が
そ
れ
ら
に 

つ
い
て
は
近
刊
か
東
京
食^
'#

阀
处
前
史
編
笫
一
窃

a

 

K

I

六
一 

;

A)

を
參
照
し
て
识
け
れ
ば
幸
ひ
で
杏
る
。
问
zt
r

IV

山
！i

济
的 

‘

代
の
米
殻
架
界」

%

本
榀
と
同
じ
沏|.
'

1

]を
扱
ひ
、
，屯
と
し
，て 

V

の
配
給
擄
能
を
中
心.'に
述
べ
たX

の
0

ノ
執̂

時
!|
{

1

の
餘
裕
が
な
い 

、■
、、ま
、
旣
刊<?
>

文

献

资

料

を

中

心

ど

し

て

急

條

敦

％

上

げ

!£
>
れ
た
ル
の
ン 

,C-
あ

る

。
、
本

稿

で

は

そ

の

結

果

を

利

州

レ

つ

、
も
书
；
と
.
し

て

问

赍

執 

维
後
に
入
手
し
你
た
資
料
と
知
識
と
'

に
ょ
リ
、
又
同
难
と
は
別
の
觀 

,

.

點
か
ら
考
察'
を
試
み-
た
'

も
の
0

あ
。る
。
|1
1

來
祓
雜
極
ま
る
商
<
の
世 

,

t

一
 

俾

に

.樹

ず

ジ

こ

と

の

餘

險

さ

ば

卡

分

浓

知

し

て

ゐ

る

が

、
、

'

敢
' 

•

い
»•

て
變
選
の
虫
流
を
素
做
し
た
。
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